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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 29,854 ― 1,680 ― 1,907 ― 1,050 ―

20年3月期第1四半期 24,303 8.5 998 ― 1,308 ― 698 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 10.77 ―

20年3月期第1四半期 7.17 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 146,189 69,102 47.2 708.25
20年3月期 156,194 68,865 44.0 705.56

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  69,042百万円 20年3月期  68,783百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 7.50 ― 7.50 15.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 66,000 ― 2,400 ― 2,500 ― 1,400 ― 14.36
通期 156,000 △12.6 8,200 △24.0 8,500 △23.0 4,800 △23.6 49.24

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と
異なる場合があります。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  97,656,888株 20年3月期  97,656,888株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  172,662株 20年3月期  169,558株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  97,485,689株 20年3月期第1四半期  97,506,003株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油をはじめとする資源価格の高騰の影響を受け、企業

収益の悪化や設備投資の手控え、個人消費の落ち込みなどが懸念されるなど、景気は調整色を強める状況にあ

りました。 

このような情勢のもと、受注高は、海外の産業用発電設備が大幅に増加したものの半導体工場設備を中心に

一般産業分野が減少したことにより、前年同期並みの４７７億５千３百万円（前年同期比０．８％増）となり

ました。一方、売上高は、一般産業分野が好調に推移し２９８億５千４百万円（前年同期比２２．８％増）と

大幅に増加しました。 

また、利益面では、売上増に伴う利益増及びコスト削減による利益率の改善等により、営業利益は１６億８

千万円（前年同期比６８．４％増）、経常利益は１９億７百万円（前年同期比４５．８％増）、四半期純利益は

１０億５千万円（前年同期比５０．３％増）となりました。 

 

  なお、事業部門別の受注高及び売上高の状況は次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

事業部門 受注高 前年同期比増減 売上高 前年同期比増減 

電力システム部門 １８，８０４ ８３．５％ １０，０４４ １．３％

原子力システム部門 ９，０２１ １２．５％ ６，１４５ ３３．８％

社会・産業システム部門 １９，９２７ △３１．６％ １３，６６３ ３９．５％

合  計 ４７，７５３ ０．８％ ２９，８５４ ２２．８％

 

＜電力システム部門＞ 

受注高は、海外において大型火力発電設備が減少したものの産業用発電設備が大幅に増加しました。売上

高は、国内外の産業用発電設備や水力変電設備が減少しましたが、大型火力発電設備が国内外で増加しほぼ

前年同期並みとなりました。 

 

＜原子力システム部門＞ 

受注高及び売上高ともに既設原子力発電所の定期点検及び改造工事が伸長し増加しました。 

 

＜社会・産業システム部門＞ 

受注高は、半導体工場設備を中心に一般産業分野が大幅に減少しました。売上高は、製造設備などの一般

産業分野が大きく伸長し増加しました。 

 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期末における資産は、前連結会計年度末から１００億４百万円減少し１，４６１億８千９百万円

となりました。これは主に、未成工事支出金が８６億２千２百万円増加したものの、現金預金及び東芝キャピ

タル株式会社へのグループ預け金の合計額の減少６９億３千８百万円、及び受取手形・完成工事未収入金等の

減少１１４億１千９百万円によるものであります。 

一方、当第１四半期末における負債は、前連結会計年度末から１０２億４千万円減少し７７０億８千７百万

円となりました。これは主に、支払手形・工事未払金等の減少６０億１千６百万円、及び未払法人税等の減少

３３億２千３百万円によるものであります。 

また、当第１四半期末における純資産は、前連結会計年度末から２億３千６百万円増加し６９１億２百万円

となりました。これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しは、米国経済の減速や原材料の高止まりなどの影響を受け、景気の先行きは不透明感を増すも

のと予想されます。このような状況のもと、当社の業績は概ね計画どおり推移するものと思われますので、平

成２０年４月２８日公表の業績予想は修正しておりません。 

 

 

 

４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 ①簡便な会計処理 

   該当事項はありません。 

 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ①「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第１８号 平成１８年５月１７日）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。 

 

 ②リース取引に関する会計基準の適用 

   所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第１３号（平成５年６月１７日（企業会

計審議会第一部会）、平成１９年３月３０日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第１６号（平成１６年１月１８日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成１９年３月

３０日改正））が平成２０年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用すること

ができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売

買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。 
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5 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日） 

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表 

（平成20年３月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金預金 2,372 1,805

グループ預け金 20,350 27,855

受取手形・完成工事未収入金等 70,101 81,521

未成工事支出金 28,027 19,404

その他 5,567 5,979

貸倒引当金 △108 △109

流動資産合計 126,310 136,458

固定資産   

有形固定資産 7,042 7,045

無形固定資産 97 99

投資その他の資産 12,739 12,590

固定資産合計 19,879 19,735

資産合計 146,189 156,194

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 39,300 45,317

未払法人税等 35 3,359

未成工事受入金 7,351 6,630

役員賞与引当金 14 62

完成工事補償引当金 581 725

受注損失引当金 436 467

その他 6,902 8,586

流動負債合計 54,622 65,148

固定負債   

退職給付引当金 22,351 22,045

役員退職慰労引当金 75 134

その他 37 －

固定負債合計 22,465 22,179

負債合計 77,087 87,328

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,876 11,876

資本剰余金 20,910 20,910

利益剰余金 36,269 35,959

自己株式 △86 △83

株主資本合計 68,969 68,662

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 197 152

為替換算調整勘定 △124 △31

評価・換算差額等合計 73 120

少数株主持分 59 82

純資産合計 69,102 68,865

負債純資産合計 146,189 156,194
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(2) 四半期連結損益計算書 
<第１四半期連結累計期間> 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
  至 平成20年６月30日）

売上高 29,854

売上原価 25,745

売上総利益 4,108

販売費及び一般管理費 2,428

営業利益 1,680

営業外収益  

受取利息 65

受取配当金 42

持分法による投資利益 5

為替差益 88

その他 45

営業外収益合計 246

営業外費用  

賃借料 5

その他 14

営業外費用合計 19

経常利益 1,907

税金等調整前四半期純利益 1,907

法人税、住民税及び事業税 230

法人税等調整額 627

法人税等合計 857

少数株主損失（△） △0

四半期純利益 1,050
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
  至 平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,907

減価償却費 172

有形固定資産処分損益（△は益） 3

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 288

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59

受取利息及び受取配当金 △107

売上債権の増減額（△は増加） 11,321

未成工事支出金の増減額（△は増加） △8,631

仕入債務の増減額（△は減少） △5,950

未成工事受入金の増減額（△は減少） 790

受注損失引当金の増減額（△は減少） △31

その他 △2,365

小計 △2,663

利息及び配当金の受取額 123

法人税等の支払額 △3,592

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,131

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △99

定期預金の払戻による収入 25

有形固定資産の取得による支出 △45

有形固定資産の売却による収入 1

長期保証金の支払による支出 △3

長期保証金の返還による収入 51

その他 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △71

財務活動によるキャッシュ・フロー  

配当金の支払額 △731

その他 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △734

現金及び現金同等物に係る換算差額 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,003

現金及び現金同等物の期首残高 29,131

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,128
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第１４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

 

(5) セグメント情報 

 ＜事業の種類別セグメント情報＞ 

  当第１四半期連結累計期間（自平成 20 年４月１日 至平成 20 年６月 30 日） 

「建設事業」の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額

に占める割合がいずれも９０％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

＜所在地別セグメント情報＞ 

 当第１四半期連結累計期間（自平成 20 年４月１日 至平成 20 年６月 30 日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が９０％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。 

 

 ＜海外売上高＞ 

  当第１四半期連結累計期間（自平成 20 年４月１日 至平成 20 年６月 30 日） 

 東南アジア その他アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 2,342 654 563 3,560

Ⅱ 連結売上高（百万円）  29,854

Ⅲ 連結売上高に占める 

海外売上高の割合（％） 
7.8 2.2 1.9 11.9

  （注）１．国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

     ２．各区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

      (1) 東南アジア ：インドネシア、タイ、フィリピン、ベトナム、マレーシア、ラオス等 

      (2) その他アジア：中国、台湾、韓国、インド、イラク、アラブ首長国連邦、クウェート等 

      (3) その他の地域：南北アメリカ、イギリス、アフリカ等 

     ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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【参考資料】

　前四半期にかかる財務諸表

(要約) 四半期連結損益計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成19年４月１日～６月30日）

（単位：百万円）

金　　額

24,303 

20,941 

3,362 

2,364 

998 

334 

23 

1,308 

1,308 

604 

5 

698 

少 数 株 主 利 益

四 半 期 純 利 益

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

完 成 工 事 総 利 益

税 金 費 用

経 常 利 益

営 業 外 費 用

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

前年同四半期
(平成20年３月期 第１四半期)

完 成 工 事 高

完 成 工 事 原 価

科　　　　目
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